
令和４年度 自己評価表 

学校法人 東栄国際学園 埼玉日本語学校 

 

●学校の教育理念 

 ・正しく美しい日本語を習得し、高等教育機関への進学・国内外への就職等、本人の希望の進路の実現

を目指す。 

 ・日本語を通じて、国際社会で求められる知識・技能・教養を身につけ、世界の舞台で活躍できる有能

な人材を育成する。 

 

●評価項目の達成及び取組状況 

評価点：５…達成している、４…ほぼ達成している、３…どちらとも言えない、 

２…取り組みを検討中、１…改善が必要 

 

（１）教育理念・目標 

評価項目 評価点 

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 5 

・学校の将来構想を抱いているか 5 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか 5 

 

【具体的な取り組み・課題】 

入国規制緩和により留学生の受け入れが再開されているが、日本社会における留学生の位置づけがコ

ロナ前と変わってきているように思われる。留学生に対する社会のニーズを見つめなおし、それに合っ

た指導をするためのカリキュラムを検討する。 

  

（２）学校運営 

評価項目 評価点 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか 5 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか 5 

・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 5 

・人事、給与に関する規定等は整備されているか 5 

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 5 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 5 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 5 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか 5 

 

【具体的な取り組み・課題】 

今後見込まれる学生数の増加で教員の新規採用の必要がある。学生・職員の増加による業務のさらなる



効率化も課題である。職員数の増加に対応して、風通しの良い組織運営を心がけ各担当が連絡や相談を

密に行うよう、意識改革を進める。情報公開と個人情報保護のバランスも検討課題として挙げられる。 

 

（３）教育活動 

評価項目 評価点 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 5 

・カリキュラムは体系的に編成されているか 5 

・授業評価の実施・評価体制はあるか 5 

・成績評価・進級・卒業判定の基準は明確になっているか 5 

・目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 5 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか 5 

 

【具体的な取り組み・課題】 

教員の指導方法や提出された課題の添削方法などにバラつきが生じないよう確認をしている。新規採

用者を中心に授業見学、授業内容検討会等を実施している。同一クラスを受け持つ教師のミーティング

を報告のみでなく検討・検証の時間を設けるようにしている。今後の認定日本語教師の制度も見据え、教

員の質の確保が課題である。 

  

（４）学生支援 

評価項目 評価点 

・進学に関する支援体制は整備されているか 5 

・学生相談に関する体制は整備されているか 5 

・各種試験の合格率・成績向上に向けて対処しているか 5 

・学生の心身の健康管理を担う組織体制はあるか 5 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか 5 

・学生の生活環境への支援は行われているか 5 

・退学率の低減が図られているか 5 

・財政保証人および保護者と適切に連携しているか 5 

・大学・専門学校との連携による取組が行われているか 5 

 

【具体的な取り組み・課題】 

生活面での相談が増えている。アルバイトや人間関係、生活に関する問題など、以前よりも多岐にわた

っている印象である。生活指導担当の職員だけでなく、常勤・非常勤の教師も普段の学生の何気ない様子

を報告するように徹底し、問題点を拾い上げられるよう教員間で密に連携をとっている。コロナが落ち

着いてきたので、課外授業や学校見学など、学生の留学生活において有意になるイベントは積極的に行

うようにしていきたい。 

 

 



（５）教育環境 

評価項目 評価点 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備されているか 5 

・防災に対する体制は整備されているか 5 

 

【具体的な取り組み・課題】 

自治体発行の災害対応パンフレット等を参考に、絵や映像で災害時の行動についてのレクチャーや訓

練を実施している。消防署主催の防災イベントにも参加している。消防点検や教室内の防災設備の点検

は、消防署や業者立ち合いのもと適切に行っている。水や電池などの備蓄の確認、担架や救急用品の準備

も行っている。 

 

（６）学生の受け入れ募集 

評価項目 評価点 

・学生募集活動は、適正に行われているか 5 

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 5 

・学納金は妥当なものとなっているか 5 

 

【具体的な取り組み・課題】 

 当校の教育理念に沿った学生の受け入れ方針を定めている。一定以上の日本語能力・経費支弁能力を

有する学生を選抜し、提出された申請書類は適正に審査されている。オンラインや現地で直接面接を行

うことで学生や経費支弁者の状況を把握し、必要に応じて卒業校や支弁者の勤務先を訪問する等してい

る。正確な学校情報・教育内容・教育成果・学納金などについては入学希望者の理解できる言語で開示し、

面談時に説明を行っている。募集機関に関しても厳正に選定している。 

   

（７）財務 

評価項目 評価点 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 5 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 5 

・財務について会計監査が適正に行われているか 5 

 

【具体的な取り組み・課題】 

経営母体である学校法人東栄国際学園において中長期的にみて財政基盤に問題はない。予算・収支計画

については法人の理事会・評議員会の審議を経て有効かつ妥当なものとなっている。会計は会計事務所

に委託し適正な会計処理を行っており、監事による会計監査を受け学校法人の理事会・評議員会におい

て承認を受けている。 

 

  



（８）法令等の遵守 

評価項目 評価点 

・法令、各種学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 5 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 5 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 5 

・自己評価結果を公開しているか 5 

 

【具体的な取り組み・課題】 

法令、各種学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされている。個人情報保護については規定を策定

し、書類等の保管場所は常に施錠し管理を徹底している。個人データを保管している PCにはアクセス権

限を設けている。自己評価については第三者評価とともにホームページにて公開している。 

 

 








